


元気なとちぎの未来創造プロジェクト（計画期間：令和２年４月１日～令和７年３月31日）

栃木県では、少子高齢化が進行するとともに、東京圏への人口流出にも歯止めがかからない状況が続いてお
り、2015年に約197万人である本県の人口は2060年には約130万人に減少することや、生産年齢人口比率は
49.9％に減少、65歳以上人口比率は39.7％に増加となることを予測しています。

年少人口及び生産年齢人口の減少は、需要の縮小や経済活動の基盤となる労働力人口、地域社会の担い手等
の不足につながるなど、社会経済に様々な影響を及ぼすことが懸念されています。

これらの課題に対応するため、次の事項を本計画期間における基本目標及び横断的目標として掲げ、国の地
方創生の取組にも呼応しながら、雇用の創出等による経済的基盤の安定や、安心して子どもを生み育てること
ができる環境づくり、暮らしやすく利便性の高いまちづくりなどを推進するとともに、社会全体で若い世代の
就労・結婚・子育てや、ふるさととちぎへの定住等の希望を実現し、自然減及び社会減に歯止めをかけること
で将来にわたり「元気な」とちぎの未来を創り出します。

栃木県では、少子高齢化が進行するとともに、東京圏への人口流出にも歯止めがかからない状況が続いてお
り、2015年に約197万人である本県の人口は2060年には約130万人に減少することや、生産年齢人口比率は
49.9％に減少、65歳以上人口比率は39.7％に増加となることを予測しています。

年少人口及び生産年齢人口の減少は、需要の縮小や経済活動の基盤となる労働力人口、地域社会の担い手等
の不足につながるなど、社会経済に様々な影響を及ぼすことが懸念されています。

これらの課題に対応するため、次の事項を本計画期間における基本目標及び横断的目標として掲げ、国の地
方創生の取組にも呼応しながら、雇用の創出等による経済的基盤の安定や、安心して子どもを生み育てること
ができる環境づくり、暮らしやすく利便性の高いまちづくりなどを推進するとともに、社会全体で若い世代の
就労・結婚・子育てや、ふるさととちぎへの定住等の希望を実現し、自然減及び社会減に歯止めをかけること
で将来にわたり「元気な」とちぎの未来を創り出します。

目標

基本目標１ とちぎに魅力あるしごとをつくる

基本目標２ とちぎへの新しいひとの流れをつくる

横断的目標 未来技術をとちぎの新たな力にする

とちぎで結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる、
誰もが活躍できる地域社会をつくる

基本目標４ とちぎに安心で住み続けたい地域をつくる
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基本目標３



ものづくり産業の更なる発展やサービス産業等の振興、地域資源を活かした農林業の成長産業化、観光誘客
の強化などを推進し、魅力ある雇用を創出します。
また、生産年齢人口の減少への対応や企業の競争力の強化を図るため、ＡＩ、ＩｏＴ活用等による生産性の

向上や、海外需要の取り込みを促進し、本県経済の更なる成長を図ります。

地域の産業が成長し、多彩な企業が集積する元気で豊かな「とちぎ」

戦略体系
戦略１ ものづくり県の更なる発展と次世代産業の創出

○ものづくり産業の発展支援 ○次世代産業の創出・育成
○サービス産業等中小・小規模企業の発展支援 ○産業人材の確保・育成

戦略２ 成長産業へ進化する農業の確立
○園芸生産の戦略的拡大 ○国際化に対応した農業経営の確立
○次代を担う人材の確保・育成 ○農産物のブランド力強化

戦略３ 林業・木材産業の成長産業化
○とちぎ材の安定供給体制の構築 ○とちぎ材の新たな需要の創出
○森林資源のフル活用推進 ○森林被害対策の推進

戦略４ 戦略的な観光誘客
○選ばれる観光地づくりの推進 ○観光客受入態勢の整備
○国内観光客の誘客強化

戦略５ 海外から選ばれるとちぎの創生
○外国人観光客の誘客強化 ○海外展開の支援 ○農産物の輸出促進

目指すとちぎの姿

基本目標１ とちぎに魅力あるしごとをつくる
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高等学校・大学等において、地域や企業等と協働し、将来のとちぎを支える人材を育成するとともに、とち
ぎへの理解と郷土愛を深め、地元定着につなげていきます。
また、東京圏に近接するなどのとちぎの強みを生かし、企業誘致を推進するほか、将来的な移住にもつなが
る「関係人口」の創出・拡大にも取り組むことで、ＵＩＪターンを一層促進します。

住み続けたい、帰りたい、住んでみたいと思える「とちぎ」

戦略体系
戦略６ 地域を支える若者の育成と定着促進

○とちぎへの愛着や誇りの醸成
○高等学校における地域等との連携・協働による人材育成の推進
○本県の魅力発信や大学等の魅力向上を通じた若者の地元定着促進

戦略７ 立地環境を生かした企業誘致の推進
○企業誘致の推進 ○企業の定着促進

戦略８ とちぎへのひとの流れの創出
○移住・定住の促進 ○ ｢関係人口」の創出・拡大
○とちぎのブランド力の向上

目指すとちぎの姿

基本目標２ とちぎへの新しいひとの流れをつくる
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社会全体で結婚、妊娠・出産、子育てを切れ目なく支援するとともに、女性や高齢者、障害者、外国人など、
誰もが役割を持ち、仕事や地域活動等に積極的に参画できる環境づくりに取り組み、県民一人ひとりの希望が
かない、活躍できる地域社会をつくります。

多様なライフスタイルが選択でき、安心して子育てができる「とちぎ」

戦略体系
戦略９ 結婚支援の充実

○結婚を前向きにとらえる意識の醸成
○若い世代への出会いの機会の提供

戦略10 妊娠・出産、子育ての切れ目ない支援
○妊娠・出産支援の充実 ○保育サービスの充実
○地域における子ども・子育て支援の充実

戦略11 多様な人材が活躍できる環境づくり
○多様で柔軟な働き方とワーク・ライフ・バランスの推進
○女性・高齢者・障害者等の活躍推進 ○外国人材の活躍推進

目指すとちぎの姿

基本目標３ とちぎで結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる、
誰もが活躍できる地域社会をつくる
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都市部はもとより、中山間地域の各地域においても、住民の生活を支える医療・福祉・交通など、必要な住
民サービスが提供されるよう、市町等が取り組む安心して暮らすことができるまちづくりを支援します。

地域の活力が高まり、快適さ・暮らしやすさを誰もが実感できる「とちぎ」

戦略体系
戦略12 暮らしやすいとちぎの「まち」づくり

○コンパクトな拠点の形成 ○公共交通ネットワークの確保・充実
○スポーツ・文化など地域の魅力や資源を生かしたまちづくり
○地域連携の促進

戦略13 健康長寿とちぎづくりの推進
○健康づくりに資する社会環境づくり ○疾病の早期発見・早期治療

戦略14 地域包括ケアシステムの推進
○介護予防・日常生活支援の推進 ○在宅医療・介護連携の推進
○介護基盤の整備と人材の育成・確保

目指すとちぎの姿

基本目標４ とちぎに安心で住み続けたい地域をつくる
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情報通信技術をはじめとする未来技術の活用を推進することにより、経済発展と地域課題の解決を両立する
ことができる社会（Society5.0）の実現を目指します。

戦略体系
戦略15 未来技術を活用したとちぎづくり

○未来技術の積極的な活用に向けた環境づくり ○実用化への支援
○デジタル人材の育成・確保

横断的目標 未来技術をとちぎの新たな力にする

【Society5.0で実現する社会のイメージ】 Society5.0とは、人工知能
（AI）、IoT、ロボット、ビック
データ等の未来技術をあら
ゆる産業や社会生活に取り
入れ、経済発展と地域課題
の解決を両立する社会のこ
とをいいます。
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企業の皆様のご支援を
お待ちしております。

【連絡先】企業版ふるさと納税全般に関すること

栃木県総合政策部総合政策課政策企画・地方創生担当

tel:028-623-2206
mail:sogo-seisaku@pref.tochigi.lg.jp


